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論 文 内 容 の 要 旨
制癌剤は個々の鹿癌細胞の分裂週期のうちの或る stadium に特に鋭敏に作用するといわれている｡ も
し at random に分裂している塵癌細胞の分裂を同調させる事が出来れば, 制癌剤をその最も鋭敏な時期
に与える事によって, 治療効果を増強する事が可能と思われる｡ 細胞分裂を同調させる方法として, 低体
温法を利用した｡ まず, 低体温法が塵癌細胞の分裂を生体内で同調させる事が出来るかどうかを形態学的
に検索するため, エール リッヒ腹水癌細胞 1,500万個を腹腔内に移植した 4 日目のマウスに, 一定の条件
の低体温を施行して低体温中並びに復温後に於ける腰癌細胞の分裂指数の変動を組織学的に検 索 した｡
又, 低体温の温度, 持続時間, 頻度を変える事によって, 腫場綿棒の分裂同調の程度に, いかなる影響を
及ぼすかを検査した｡ 更に担癌マウスに一定の条件の低体漁法を施し, 復温後, 同調的細胞分裂のおこる
前の D N A 合成期を狙って, D N A 合成を阻害する Endoxan を投与して, 制癌効果が増強されるかを検
索 した｡ その成績は次の如 くである｡
1) 担癌マウスに 20oC 6時間の低体温法を施行した場合の腰癌細胞の分裂指数曲線の変遷については,
常体温時1.7% の指数値は低体温により0.8% にまで低下したが, 復温と同時に急増して, 復温後 4時間目
には3.6% の高値に達し, 以後急減した｡ その後再び増加して復温後18時間目に3.2% の第 2 の高値が出現
した｡
2) 担癌マウスに 20oC 6時間の低体温法を施行し復温後12時間目に再び 200C 3時間の低体温法を施行
した場合には, 常体温時2.1% の指数値は第 1回の低体温により1.1% にまで低下し, 復温と同時に急増し
て復温後 2時間目に3.1% の高値に達した｡ 以後急減して第 2回の低体温により1.2% にまで低下し, 第 2
回目の復温後 8時間目に再び5.5% の高値に達した｡
3) 担癌マウスに 15oC 6時間の低体温法を施行した場合には常体温時2.1% の分裂指数は低体温により
0.7% にまで低下し, 復温後上昇して 8 時間B K ,4.5% の高値に達した｡ その後低下し, 復温後22時間目に
再び2.8% の高値に達した｡
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4) 細胞分裂の同調化の程度は, 20oC 6 時間の 1回の低体温法の場合に比較して 20oC 6 時間及び 3時
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明した｡
5) 担癌マウスに 15oC 6 時間の低体温法或いは 20oC 6 時間及び 3時間の 2 回低体温法を施行した後正
常体温に復温し, 復温後 3時間目に Endoxan を 1回だけ腹腔内に投与した実験群は, 低体温を行なわず
に薬剤の投与のみを行なった対照群に比べて著明な延命効果を認める事が出来た｡
6) 以上を要約すると, 担癌動物に一定の条件の低体温法を施行した後に正常体温に復温す る事 に よ
り, 担癌個体内で塵癌細胞の分裂を同調させる事が出来, 且つこの生体内鹿癌細胞分裂同調の現象を利用
して, 制癌剤の治療効果を増強できる事が判明した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
制癌剤は個々の鹿癌細胞の L ife Span のうちのある時期にとくに鋭敏に作用する｡ もしat random に




較的早い時期転, 腺癌細胞分裂指数の急激な上昇がおこり, しかも, 著者の実験した範囲内では, 低体温




で, 著者の研究成績嬢 ｣塗れに対し基礎的知見を提供し, 臨床応用- の可能性を示したものである｡
本論文は学術上有益転阜て医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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